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に伝達力 が あ っ た。　（文責 ： 東京都市大学　末政直晃）
　【地 震  】 （発 表 ：8編）
　地盤 の 動的特性をより簡易 に，よ り精度 よ く推定 可能
とす る野 心 的な 研 究発表が 複数 な さ れ，現 状で は精度等
の 問題 が 指摘された もの の ，今後の 進捗が 1分 期待され
る もの で あ っ た 。また ，断 層 問 題 も複 数 の 発 表 が あ り，
こ の う ら遠 心 模 型 実験 を 用い た 研究 に 対 して ス ケ ルー 効
果 に 関連 して 豊浦砂 を対象モ デ ル とす る こ との 意味 に つ
い て 活発 な 質疑応答 が あ っ た 。 住宅耐震性 に 関連す る発
表 もあ り，特 に 造成地盛土厚分布 に よる地 震応答 の 違 い
に つ い て の 研 究 は 既 往 の 被 災 事例 に 鑑 み て 興味深 い もの
で あ っ た。　　　　 （文責 ：九州 工 業大学　廣 岡 明 彦）
　【地震（3）】（発表 ：8編）
　3 グ ル ープ に大別 して 紹介する。〔1）ス ク リーニ ン グ ・
設 計 に 応 用 で き る 地 盤 デ ータ の 補完 と構造物挙動 の 予
測 ： 液状化ポ テ ン シ ャ ル の 空間分布推定，広域構造物 の
地 震 応 答値算定 の た め の 補完法 。   被災 メカ ニ ズ ム の 理
解 に 必 要な被災データの 収集 と集約 ：再液状化地点，堤
防被害 と基礎地盤 の 関係，地 表 に 出 現 した 断層変位 とそ
の 因子分析。（3）そ の 他 ：災害復旧 に お け る 労働災害 の 要
因 分析。こ れ は 災害の 様相 を よ り深 く理 解 す る意味で 興
味 深 か っ た 。　　　　　 （文 責 ：金 沢大 学　小林俊一）
　【液状化対策（1）】（発表 ：8編）
　本セ ッ ン ヨ ン で は ，液状化対策工 の 検討 に 加 え ，周辺
地 盤が液状化 した 際 の盛 土 ・斜面 の安定工 の 開発，安定
性 の 評価法 に 関す る発表 が 多か っ た。ま た，地震時の 基
礎 の 安定性評価 に関 す る発表 もあ り，切 り口 は 多様で あ
っ た。検討手法 に つ い て も模 型 実験，数 値解析，試験施
工 な ど様 々 で あ っ た が，質疑応答 で は数値解析手法 に 関
す る 議論 が 多 か っ た 。 数値解析法 に関 す る参 加 者 の関 心
の 高さが うか が わ れた が ，実験結果や 解析結果の 解釈 に
つ い て の 議論が不 十分で あ っ た 点 が侮やまれ る。
　　　　　 （文責 ：   港湾空港技術研 究 所　森川嘉之）
　【液状化対策（2）】（発表 ：8編）
　薬液注入，ス ギ丸太，薬液注入管，不飽和一L化 （3編），
タ イヤ チ ヅ プ ス，群杭効果 に 関す る液状化対策 に つ い て
報告 が あ っ た。多岐 に わ た っ て い るが ，効率的 か つ 経済
性 の 高 い 工 法が 求 め ら れ て い る こ と が 分 か る 。特 に マ イ
ク ロ バ ブル 水 ・空気 注 入 に よ る 地 盤 の 不 飽和 ⊥ 化 に 関す
る発 表 に質疑 が集 中 し，関 心 の 高 さ が うか が えた。飽和
度 の 変化 と耐久 性 が 議論 の 中 心 で あ っ た が，現場 実験 計
．
測 の みな らず ，不飽和土 地 盤の 動的解析を 含め た展 開 を
期 待 した い 。　　　　　 （文責 ：  淺沼紺、高稲敏浩）
　 【土 石 流 】 （発 表 ： 7編）
　十 石 流 災害を軽減 ・予 防す る た め に は ，雨 の 降 り方の
予 測 ，土 石 流 が起 きや す い 場 所 の 予 測 ，土 石 流の 形態 ・
規 模 の 予 測 等 が必 要 で あ る。木 セ ッ シ ョ ン で は 現地 調査，
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土 質試験，模型実験，個別要素法，危険度評 価等 の 発 表
が あ り，特 に
．
二 つ の DEM ，つ ま り数 値標高 モ デ ル
（DEM ） に よ る危 険度評価及 び 個別要素法 （DEM ） に
よ る粒状体流れの 研究が，多数を占めた。二 っ の DEM
に よ る方法 と上質試験，現場 調査，模 型試験，雨 の 降 り
方予 測等が有機的に 結び 付け ば 大 き な進展 が期待で きる。
　　　　　　　　　　　（文責 ： 山梨大 学 　後藤　聡）
　【地すべ り，落石（1）】（発表 ：9 編）
　地 す べ りの す べ り面 強度 を 多地 点 で 求 め，烹 次 元 安定
解析を行 う報告が あ っ た。逆解析 を主 体 と した 地す べ り
の 設計 に お い て 正 当な ア プロ チー で あ り，実 現 象 を ど こ
ま で表現 で き るか 研究 の 完遂 を期待 した い 。他 に は地す
べ り挙動 の 現地計測法 の 開発 が 3 件，遠隔非接触振動
計測を用 い た 落石 の 安定性評価 が 2 件 あ り，新しい 計
測技術 が積極 約 に 応用 さ れ て い る。GIS を 用 い た地 す べ
りハ ザ ード評価で は 道路へ の 被害に 着 R して お り，実務
へ の展開が 期待され る 。
　　　　　　　 （文責 ：長岡技術科学大学　大塚　悟）
　【地 すべ り，落石   】 （発 表 z9 編）
　最先端 の モ ニ タ リ ン グ技術や サ ン プ リソ グ試料 の 評 価
法，解析手 法の 新提案，地 す べ り対策事例 に 関す る報告
が あ っ た 。 特 に モ ニ タ リ ソ グ 技術 で は，よ り迅速 に か つ
高精度 に現象を探知す る乎法 に つ い て，詳細な検討が行
わ れ て い た。ま た解析 で は，破壊形態 に 基 づ く視点 か ら
の 新た な 研究展開が 行わ れ て い た。い ず れ に して も，地
す べ り 予測 ・予知 に 関 して は，破壊及 び 崩壊現象の 定義
を い か に 議論 す るか が 課題 で ある と言 え る。今後の 研究
の 発展 に 期待 したい 。
　　　　　　　　　（文責 ： 室蘭工 業大 学　川 村志麻）
　【地す べ り，落 石 〔3）】（発表 ：7 編）
　6編 は ， 落石 の 破壊 力 の 評価 ， 防護，検 知 に関 す る発
表 だ っ た。その 多 くで ，DEM 等の 数値計算 に よ る解析
が 行 わ れ て い た 。 DEM に つ い て は，「落 石 の 形状 な ど
を，忠実 に 再現 す る こ とが nT能で あ る が ゆ え に，様 々 な
計算結果 が得られ る こ とにな り，か え っ て 解釈 が 難 し く
な る」 とい う発言 が あ っ た 。 数値計算に は ， 現実を た だ
精密 に再現する こ とが 求 め られて い るわ けで は な い の か
と，大変興昧深 か っ た。残 る 1 編は地形 の 発達史 の 視
点 か ら の 落 石 危険 度 の ゾ ニー ン グ で，ユ ニ クー な 手 法 だ
っ た。　　　　　　　　 （文 責 ： 東京 大 学 　内村 太郎 ）
　【解析評価 ほ か 】（発表 ： 7 編）
　地 盤防災の た め の解析評価 に係 る岩盤斜面 ， 雪崩関連
及 び空 洞 陥没 関連 の 基礎的研究 の 成果が 発表 された。こ
れ らの うち，岩盤 斜面 関連 で は，実現象の 再現解析 に有
用 な 情 報 とな る挟 在 物 の 無 い 砂 岩 層 理 面 の 繰 返 しせ ん断
特性が 報告 さ れ，実 現 象 と実 験 モ デ ル 化 にあ た っ ての 議
論 が な さ れ た 。 雪崩関連 で は，雪 崩挙 動の 解 析 モ デ ル と
し て の Bingham 流体 の 有効性 に 係 る実験 的 検 証 と実 現
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象の 再現事例が報告され，今後の 活用 が期待 さ れ た。空
洞陥没関連 で は，DEM を 用 い た 陥没 メ カ ニ ズ ム 評価 の
状況が 報告さ れ，今後の研究 に期待 さ れ る と とも に ，限
定充填工 法 に 用 い る充填材料の 配合 の 実験的研究成果が
報告 さ れ，実用化 に あた っ て の 具体化 に つ い て 議論 さ れ
た。　　　　　　　　　 （文責 ： 岐阜大学　原　隆史）
　【地域特性 ほ か 】 （発表 ： 8編）
　地 域特性の タ イ トル ど お り，H 本各地の 地盤防災に 関
す る研究成果 が報告され た 。 対象地 盤 は 自然 斜面 ，道路
法面，造成地，文化遺産 と多岐 に わ た り，ア プロ ーチ 手
法 も現 地 調 査 や 実 大 実 験 か ら統 計 分 析 ま で 多様 で あ っ た。
中で も，道路法面の 健全性評価 に 自己 組織化 マ ヅ プを 適
用 した 報 告 は 大 変興味深 く，維持補修の 優先順位付け手
段 へ の 適用性 の 高 さ を感 じた 。 文化遺産の 保存管理 に関
す る報告 で は，そ の 難しさ，もどか し さ を 改め て 認識す
る こ と とな っ た。ま た，樹 木 根 に よ る斜 面 の 補 強 効 果 を
定量的 に 評価 す る試 み に 今後 の 発 展 を期待 した い 。
　　　　　　　 （文責 ： 長岡技術科学大学　磯部公一・）
　【豪雨 （土構造物）】（発表 ： 9編）
　降雨 時の 盛土 安定性 評 価 を 定量的 に行 うこ とを 目的 と
し た排 水 効果 及 び 安 定性 に 関 す る実 験 的及 び 解 析 的 検 討 ，
そ し て盛 土 計測 に関 す る報告があ っ た。特 に 大型盛土実
験 とそ の 解析を組 み合わ せ た 排水 パ イ プの 効果 に関 す る
一連 の 報告で は，盛 土 とパ イ プの 特性 を考慮 した 排水 対
策 の定 量 的な 評価法 に対 して 活発 な議論 が あ っ た。こ れ
らの 知 見を 現 地 に て生 か す た め に は，盛 土 計 測 とそ の 解
析 モ デル の 確立 が必要 で あ り，今後合理的な降雨時 の 安
定性評価手法の 発展が期待 され る。
　　　　　 （文責 ：  防災 科学技術研究所　酒 井 直樹）
　【豪雨 （斜 面 安 定 D 】 （発 表 ：9編 ）
　過去 の 崩壊事例 か ら斜面安定評価を検討する研究 で は，
新 た な情報処浬方法 を用 い て，共通 す る 素因 を抽 出 す る
報 告 が あ っ た 。 ま た，誘因 とし て降 雨 形 態 に基 づ い て過
去 の 崩壊事例 を分類 す る 報告 が あ っ た。室内実験 に お け
る 斜面表層部 の崩壊挙動 に関 し て ，試 験 斜 面 作 製時 の 含
水比 に よ っ て崩壊挙動 が 異な る こ とを示 す報告 が あ っ た。
ま た ， 気相 ・液相 ・固相 の 3 相を考慮 した粒子法 を用
い て 降雨 の 斜面浸透 メ カ ニ ズム を解 明 し よ う とす る報告
が あ り，今後の 研究成 果が 期待 さ れ る。
　　　　　　　　　 （文責 ： 東京理 科 大 学 　川 邉翔 平 ）
　【豪雨 （斜面安定 2＞】（発表 ：9編）
　降雨 に よ る斜面崩壊 の 予測 と防止を研究 目的 とす る現
場実験 と大型実験 に つ い て ，体積含水率 や サ ク ン ヨ ソ な
どの 土 内部 の 状態計測 と，傾斜やせん断ひ ずみ な どの 変
形 の 応答計測 の 二 つ の 観点 か ら報 告 が あ っ た。降 雨 に 伴
う土 内部 の状態計 測 で は現象 との 関 連 付 け や 計 測 精度 に
つ い て 議論 が あ り，今後 の 発 展が 期待 さ れ た。変形の 応
答 計 測 で は逆 数 予測法 で 整理 した せ ん断ひ ず み 増分 と斜
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面の 不 安定化の 間 に 明瞭な関係が 示され，崩壊予測へ の
適用 に 有効性 が感じ られ た。
　　　 （文 責 ：  労 働安全 衛生総合研究所　玉 手　聡）
　【豪雨 （斜面 安定 3）】（発表 ： 8編）
　様 々 な分野 に つ い て の 研究 内容 が報告 され た。その 中
で も粒壬 法 を 用 い た 地盤の 弾塑性 解析 に 関す る報告 で は，
解析手 法 の適 用 範囲 や 定数の 扱 い 方 に つ い て 議論 が な さ
れ ， 研究 の 進捗 に よ っ て 有 力 な解析手 法 とし て 確 立 さ れ
る こ とが期待さ れた。また，不飽和土 に おけ る 浸透力 と
．見 か け の 粘着力 に関 す る報告 で は，両 者が土 の安定性 に
及 ぼす影響 が 定量的 に 示 さ れた。土 の 真 の 強度 を 明 らか
に す る取 り組 み と して興 味 深 い 報告 で あ り，多 くの 質疑
がなされた。
　　　（文責 ： （公財）鉄道総合技術研究所　太田 直之）
　【豪雨 （斜 面 安定 4）】 （発表 19 編）
　近年多 発す る集 中豪雨 に よ る斜面 災害 を リア ル タ イム
に 予測す る，ある い は 崩壊危険箇所 を 事前に 把握す る こ
とへ の 関心 度が高ま っ て い る 。 こ こ で は，斜面災害の 発
生 要 因，危険度評仙 に対 し，特 に現地 計測 の 重要 性 を示
す 発表が 多数見受 け られ た 。ま た ，室内実験，解析，保
護 対 策等 に 関 す る発 表 に お い て も，精度 向 上 の た め の 独
自の ア ブ m 一チ がな され て い る 点が興味深い 。計測及び
解析手法の更な る改 良 に よ り ， 現地 地 盤の 性 状の解明，
危険度評価の 精度 が 実用 レベ ル へ 発展す る こ とが 期待 で
き る 内容 で あ っ た。　　 （文責 ：大 阪 大学 　小泉圭吾）
8． 地盤環 境
　【調査，試験，評価技術】（発表 ： 9編）
　pH や 熱伝導度 ，透 水 係 数等 の 室 内試験 や 現 地 測 定，
上 壌汚 染 ・埋 設 廃棄物の 調査 ・対策技術 の 実験的検討 及
び 現場 に お け る評価事例 等，地盤環境に係わ る幅広 い 分
野か らの 報告 が あ っ た 。 特 に画像解析技術 を用 い て実験
室 内で の NAPL の 挙動把 握 を 行 う Simplified　Image
Analysis　Method に関 す る報 告 は評 価技 術 とい う観 点 か
ら興 味 深 か っ た。ま た掘削 に 伴 う建設発生 土 の 重金 属等
濃度の 事前把握 を 目的 と した事前調査に 関す る報告 は，
現場で の 課題 を認 識 させ る もの で あ り，地 盤環境工 学 の
今後の 貢献 が期待 される。
　　　　　　 （文 責 ： 産 業 技 術 総 合 研 究 所　保 高徹生 ）
　【土壌地下水汚染。地盤振動】（発表 ： 9編）
　土壌汚染，地 ド水 汚染，水 質汚濁 の 浄化技術 に 関 して
解析，分 析，室内実験，パ イ卩 ッ トス ケ ルー 装置 に よる
実験の 結 果や ，膨潤 性 材料の ア ル カ リ 雰囲 気 に お け る 特
性 な ど，幅広 い 分野か らの 報告 が あ っ た 。ふ っ 素汚染地
下 水 ・VOC 汚染 上 壌 に 対 す る検討 な ど，実際 の 現 場 へ
の 適用 を 見据 え た 実務的 な 内容 もあ っ た が，多 くは要素
実験等の 基礎的 な検討 で あ っ た。研 究 が 進 み，多 くの 成
果が 現場 に適用 され，諸問題 の 解決 に つ な が る こ とを希
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